
鎌倉市の貯金は約８０億円
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松尾市政
2009年
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2001年

2022年度末

鎌鎌
倉倉
市市
はは
６６
年年
後後

にに
市市
制制
9900
周周
年年
をを
迎迎

ええ
まま
すす
。。
１１
００
００
年年

にに
近近
づづ
くく
歴歴
史史
をを
刻刻

んん
でで
いい
くく
中中
でで
、、
鎌鎌

倉倉
市市
政政
のの
記記
録録
をを
後後

世世
にに
残残
しし
てて
いい
くく
ここ

とと
はは
歴歴
史史
的的
にに
重重
要要

なな
課課
題題
のの
一一
つつ
でで
すす
。。

１１
９９
９９
４４
年年
、、

「「
鎌鎌
倉倉
開開
府府
８８
００
００

年年
記記
念念
事事
業業
」」
とと
しし

てて
市市
史史
編編
ささ
んん
委委
員員

会会
にに
よよ
るる
「「
鎌鎌
倉倉
市市

史史
・・
続続
編編
」」
全全
７７
巻巻

でで
市市
史史
編編
ささ
んん
のの
作作

業業
はは
止止
まま
っっ
てて
おお
りり
、、

そそ
れれ
以以
降降
、、
市市
史史
はは

全全
くく
刊刊
行行
ささ
れれ
てて
いい

まま
せせ
んん
。。

過過
去去
のの
市市
史史
はは
1100

年年
程程
度度
のの
期期
間間
をを
要要

しし
てて
刊刊
行行
ささ
れれ
てて
いい

まま
すす
。。
市市
制制
9900
周周
年年

をを
一一
つつ
のの
節節
目目
にに
検検

討討
をを
始始
めめ
るる
よよ
うう
求求

めめ
まま
しし
たた
。。

おお困困りりごごととやや市市政政へへののごご要要望望ななどど、、おお気気軽軽にに各各議議員員ままででおお寄寄せせくくだだささいい。。
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念念願願のの子子どどもものの医医療療費費のの無無料料化化がが1188歳歳ままでで、、所所得得制制限限をを付付けけずず1100月月かからら実実施施さされれるるここととににななりりままししたた。。ここれれはは、、神神

奈奈川川県県がが各各市市町町村村にに対対すするる補補助助をを拡拡大大ししたたここととにによよるるももののでですす。。三三十十年年来来のの市市民民運運動動がが実実りりままししたた。。

そそももそそもも、、全全国国のの市市町町村村のの9955％％（（22002211年年時時点点））でで中中学学卒卒業業ままでで通通院院助助成成をを行行っってていいまますす。。国国がが制制度度のの創創設設

ををすすべべききななののでですす。。ししかかしし未未だだ国国はは、、実実施施すするる意意向向をを示示ししてていいまませせんん。。鎌鎌倉倉市市議議会会はは、、「「国国のの制制度度にによよるる子子

どどもも医医療療費費助助成成制制度度のの創創設設等等にに関関すするる意意見見書書」」をを全全会会一一致致でで採採択択ししままししたた。。

２２
００
２２
２２
年年
度度
のの

歳歳
入入
はは
、、
市市
県県
民民
税税

がが
当当
初初
のの
見見
込込
みみ
よよ

りり
落落
ちち
ここ
まま
ずず
、、
そそ

のの
結結
果果
、、
財財
政政
調調
整整

基基
金金
はは
適適
正正
規規
模模
のの

２２
倍倍
とと
なな
るる
8800
億億
円円

にに
及及
ぶぶ
ここ
とと
がが
わわ
かか

りり
まま
しし
たた
。。
市市
民民
生生

活活
へへ
のの
支支
援援
、、
中中
小小

零零
細細
事事
業業
者者
のの
なな
りり

わわ
いい
をを
支支
ええ
るる
ここ
とと

やや
、、
ささ
らら
なな
るる
福福
祉祉

のの
充充
実実
なな
どど
可可
能能
なな

施施
策策
がが
、、
財財
政政
的的
にに

可可
能能
でで
しし
たた
。。

2233
年年
度度
はは
、、
国国
民民

健健
康康
保保
険険
料料
のの
値値
上上

げげ
、、
今今
年年
４４
月月
かか
らら

のの
下下
水水
道道
料料
金金
のの
値値

上上
げげ
なな
どど
がが
行行
わわ
れれ

るる
ここ
とと
かか
らら
、、
一一
般般

会会
計計
予予
算算
、、
国国
保保
会会

計計
、、
下下
水水
道道
会会
計計
予予

算算
案案
にに
反反
対対
しし
まま
しし

たた
。。
まま
たた
、、
笛笛
田田
公公

園園
のの
テテ
ニニ
スス
ココ
ーー
トト
、、

野野
球球
場場
のの
使使
用用
料料
のの

値値
上上
げげ
議議
案案
にに
もも
反反

対対
しし
まま
しし
たた
。。

子どもの医療費は18歳まで無料

ロシアのウクライナ侵略による影響等で物価高が続き、生活や営業に大きな負担が生じています。

こうした時こそ、自治体として果たすべき役割が改めて問われます。

学学校校給給食食費費のの恒恒久久的的なな無無償償化化にに踏踏みみ切切っったた地地方方自自治治体体はは、、全全国国のの３３割割、、

225544自自治治体体ににののぼぼっってていいまますす。。

鎌鎌倉倉市市はは昨昨年年、、憲憲法法2266条条のの教教育育のの無無償償化化ににはは学学校校給給食食費費はは含含ままれれてていい

なないいとと答答弁弁ししてていいままししたたがが、、予予算算委委員員会会でではは、、他他のの委委員員

かかららもも要要望望がが出出さされれ、、財財源源（（５５億億４４千千万万円円）のの確確保保がが大大

ききなな課課題題だだとと答答弁弁ししままししたた。。鎌鎌倉倉市市のの財財政政力力かかららすすれればば

ででききるるははずず、、例例ええばば第第２２子子かかららななどど部部分分的的ににででもも始始めめるる

よようう求求めめままししたた。。

１１
７７
００
億億
円円
以以
上上
のの
負負

担担
をを
要要
すす
るる
市市
役役
所所
移移
転転

のの
条条
例例
はは
昨昨
年年
末末
、、
議議
会会

がが
否否
決決
をを
しし
まま
しし
たた
。。
現現

計計
画画
のの
練練
りり
直直
しし
とと
、、
現現

在在
地地
のの
利利
活活
用用
とと
ああ
わわ
せせ

たた
見見
直直
しし
作作
業業
をを
行行
うう
よよ

うう
強強
くく
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

市市
はは
、、
条条
例例
否否
決決
をを
受受

けけ
てて
もも
なな
おお
再再
度度
のの
移移
転転

のの
条条
例例
をを
６６
月月
以以
降降
にに
出出

すす
とと
言言
いい
、、
「「
発発
災災
時時
にに

司司
令令
塔塔
とと
なな
るる
本本
庁庁
舎舎
のの

移移
転転
整整
備備
はは
、、
待待
っっ
たた
なな

しし
のの
状状
況況
」」
とと
言言
いい
まま
すす
。。

しし
かか
しし
、、
万万
がが
一一
大大
地地

震震
にに
よよ
りり
現現
庁庁
舎舎
のの
使使
用用

継継
続続
がが
困困
難難
にに
なな
っっ
たた
場場

合合
でで
もも
、、
「「
地地
震震
災災
害害
時時

業業
務務
継継
続続
計計
画画
」」
でで
、、
深深

沢沢
支支
所所
かか
腰腰
越越
支支
所所
でで

「「
代代
替替
施施
設設
分分
散散
化化
対対
策策
」」

がが
講講
じじ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

今今
後後
のの
見見
直直
しし
にに
ああ
たた
っっ

てて
はは
、、
資資
材材
のの
高高
騰騰
等等
にに

よよ
るる
社社
会会
情情
勢勢
やや
市市
民民
のの

中中
にに
多多
様様
なな
意意
見見
やや
思思
いい

がが
存存
在在
しし
てて
いい
るる
実実
態態
をを

踏踏
まま
ええ
、、
急急
ぐぐ
ここ
とと
なな
くく

丁丁
寧寧
なな
合合
意意
形形
成成
にに
努努
めめ

るる
よよ
うう
求求
めめ
まま
しし
たた
。。

市役所の移転、今後どうなるの？

10月から‼

鎌倉市制100周年記念事業として

「新鎌倉市史」の編さんを学校給食の無償化 他会派からも要望が続出

80億円はため込みすぎ！鎌倉市の貯金

（財政調整基金）

所得制限なし‼

市の計画はここから

見ることができます。。

↓↓



乳乳
幼幼
児児
かか
らら
中中
学学
生生
まま

でで
学学
区区
をを
問問
わわ
ずず
子子
どど
もも

たた
ちち
のの
健健
全全
なな
遊遊
びび
場場
とと

しし
てて
、、
子子
どど
もも
会会
館館
がが
全全

小小
学学
校校
区区
にに
つつ
くく
らら
れれ
まま

しし
たた
。。
学学
童童
保保
育育
のの
需需
要要

がが
増増
ええ
、、
鎌鎌
倉倉
市市
はは
、、
学学

区区
内内
のの
小小
学学
生生
のの
「「
放放
課課

後後
ここ
どど
もも
ひひ
ろろ
ばば
」」
をを
設設

置置
しし
、、
一一
方方
でで
子子
どど
もも
会会

館館
をを
次次
々々
とと
廃廃
止止
しし
、、
来来

年年
４４
月月
にに
はは
全全
館館
なな
くく
なな

りり
まま
すす
。。
青青
少少
年年
のの
居居
場場

所所
がが
減減
るる
たた
めめ
、、
議議
案案
にに

反反
対対
しし
まま
しし
たた
。。

市市
はは
「「
青青
少少
年年
のの
居居
場場

所所
にに
つつ
いい
てて
～～
考考
ええ
方方
、、

今今
後後
のの
方方
策策
・・
方方
向向
性性
～～
」」

をを
発発
表表
しし
まま
しし
たた
。。

中中
高高
生生
のの
約約
４４
人人
にに
１１

人人
がが
学学
校校
やや
地地
域域
にに
居居
場場

所所
をを
感感
じじ
てて
いい
なな
いい
とと
いい

うう
調調
査査
結結
果果
もも
ああ
りり
、、
子子

どど
もも
期期
のの
１１
年年
２２
年年
がが
どど

んん
どど
んん
過過
ぎぎ
てて
いい
くく
中中
、、

居居
場場
所所

づづ
くく
りり

がが
急急
がが

れれ
まま
すす
。。

持持
続続
可可
能能
なな
社社
会会
……
。。

ああ
らら
ゆゆ
るる
場場
面面
でで
ここ
のの
言言

葉葉
がが
使使
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。

「「
つつ
くく
るる
・・
買買
うう
・・
使使
うう
」」

にに
対対
しし
てて
「「
捨捨
てて
るる
」」
でで

もも
、、
持持
続続
可可
能能
なな
処処
理理
がが

求求
めめ
らら
れれ
、、
鎌鎌
倉倉
市市
のの
ごご

みみ
処処
理理
体体
制制
のの
構構
築築
はは
喫喫

緊緊
のの
課課
題題
でで
すす
。。

７７
年年
前前
にに
計計
画画
しし
てて
市市

民民
かか
らら
のの
ささ
まま
ざざ
まま
なな
意意

見見
でで
実実
施施
しし
なな
かか
っっ
たた
戸戸

別別
収収
集集
。。
いい
まま
鎌鎌
倉倉
市市
はは
、、

市市
民民
のの
ごご
みみ
出出
しし
労労
力力
軽軽

減減
、、
クク
リリ
ーー
ンン
スス
テテ
ーー
シシ
ョョ

ンン
でで
のの
トト
ララ
ブブ
ルル
解解
決決
、、

ごご
みみ
のの
減減
量量
のの
理理
由由
でで
再再

びび
検検
討討
をを
始始
めめ
てて
いい
まま
すす
。。

しし
かか
しし
、、
経経
費費
のの
増増
大大

はは
免免
れれ
まま
せせ
んん
。。
７７
年年
前前

にに
市市
民民
かか
らら
出出
ささ
れれ
たた
意意

見見
をを
検検
証証
すす
るる
ここ
とと
なな
しし

にに
はは
進進
めめ
らら
れれ
なな
いい
のの
でで

はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。

生生
涯涯
学学
習習
セセ
ンン
タタ
ーー
のの

利利
用用
時時
間間
区区
分分
がが
大大
変変
使使

いい
づづ
らら
いい
くく
、、
ここ
れれ
まま
でで

のの
よよ
うう
にに
必必
要要
時時
間間
をを
予予

約約
すす
れれ
ばば
、、
値値
上上
げげ
とと
なな
っっ

てて
しし
まま
うう
ここ
とと
にに
、、
問問
題題

視視
すす
るる
声声
がが
上上
がが
っっ
てて
いい

まま
すす
。。

市市
民民
のの
声声
にに
押押
ささ
れれ
市市

はは
、、
現現
在在
のの
利利
用用
団団
体体
・・

個個
人人
やや
かか
つつ
てて
利利
用用
しし
てて

いい
たた
団団
体体
・・
個個
人人
にに
アア
ンン

ケケ
ーー
トト
をを
取取
りり
、、
９９
月月
にに

結結
果果
がが
報報
告告
ささ
れれ
まま
すす
。。

条条
例例
のの
改改
正正
かか
らら
２２
年年

もも
我我
慢慢
ささ
せせ
らら
れれ
るる
ここ
とと

にに
なな
るる
のの
でで
、、
早早
急急
にに
利利

用用
者者
にに
とと
っっ
てて
使使
いい
やや
すす

くく
なな
るる
よよ
うう
にに
要要
望望
しし
まま

しし
たた
。。

深深
沢沢
まま
ちち
づづ
くく
りり
はは
いい
まま
、、

計計
画画
段段
階階
かか
らら
事事
業業
実実
施施
段段

階階
にに
入入
りり
まま
しし
たた
。。

深深
沢沢
地地
域域
整整
備備
事事
業業
にに
おお

いい
てて
つつ
くく
らら
れれ
たた
「「
深深
沢沢
まま

ちち
づづ
くく
りり
ガガ
イイ
ドド
ララ
イイ
ンン
」」

はは
、、
村村
岡岡
新新
駅駅
建建
設設
をを
前前
提提

とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。
当当
初初
ここ
ここ

にに
看看
護護
学学
校校
をを
誘誘
致致
しし
よよ
うう

とと
しし
てて
いい
まま
しし
たた
がが
計計
画画
通通

りり
にに
いい
かか
ずず
、、
現現
在在
はは
市市
役役

所所
をを
移移
転転
ささ
せせ
てて
、、
①①
村村
岡岡

新新
駅駅
②②
市市
役役
所所
移移
転転
③③
深深
沢沢

まま
ちち
づづ
くく
りり
のの
三三
位位
一一
体体
のの

大大
規規
模模
開開
発発
とと
なな
っっ
てて
いい
まま

すす
。。ここ

れれ
まま
でで
新新
駅駅
建建
設設
前前
提提

のの
検検
討討
調調
査査
がが
行行
わわ
れれ
、、
約約

1100
億億
円円
にに
及及
ぶぶ
委委
託託
料料
がが
すす

でで
にに
使使
わわ
れれ
てて
きき
まま
しし
たた
。。

大大
型型
開開
発発
でで
はは
、、
交交
通通
・・

道道
路路
問問
題題
のの
解解
決決
がが
先先
行行
しし

なな
けけ
れれ
ばば
成成
りり
立立
ちち
まま
せせ
んん
。。

しし
かか
しし
後後
かか
らら
計計
画画
しし
たた
道道

路路
整整
備備
計計
画画
はは
、、
５５
年年
後後
にに

予予
定定
しし
てて
いい
るる
「「
まま
ちち
びび
らら

きき
」」
にに
間間
にに
合合
いい
まま
せせ
んん
。。

物物
価価
上上
昇昇
、、
資資
材材
のの
高高
騰騰

がが
収収
まま
るる
兆兆
しし
はは
ああ
りり
まま
せせ

んん
。。
大大
船船
駅駅
東東
口口
再再
開開
発発
がが

スス
トト
ッッ
ププ
しし
たた
理理
由由
はは
、、
オオ

リリ
ンン
ピピ
ッッ
クク
にに
よよ
るる
資資
材材
のの

高高
騰騰
がが
１１
・・
３３
倍倍
にに
なな
っっ
たた

かか
らら
でで
すす
。。
新新
駅駅
設設
置置
費費
用用

がが
１１
５５
００
億億
円円
でで
収収
まま
らら
なな

いい
ここ
とと
はは
明明
白白
でで
すす
。。

湘湘
南南
アア
イイ
パパ
ーー
クク
（（
旧旧
武武

田田
薬薬
品品
））
はは
、、
村村
岡岡
新新
駅駅
建建

設設
をを
前前
提提
とと
しし
たた
まま
ちち
づづ
くく

りり
をを
すす
るる
ここ
とと
でで
、、
県県
とと
覚覚

書書
をを
交交
わわ
しし
てて
いい
まま
すす
。。
ささ

らら
にに
、、
アア
イイ
パパ
ーー
クク
でで
成成
功功

しし
たた
研研
究究
事事
業業
者者
のの
進進
出出
先先

のの
一一
つつ
がが
深深
沢沢
地地
域域
整整
備備
事事

業業
用用
地地
だだ
とと
明明
言言
しし
てて
いい
まま

すす
。。
神神
奈奈
川川
県県
はは
湘湘
南南
アア
イイ

パパ
ーー
クク
とと
足足
並並
みみ
をを
そそ
ろろ
ええ

るる
形形
にに
なな
りり
まま
すす
すす
。。

市市
民民
のの
税税
金金
でで
造造
るる
村村
岡岡

新新
駅駅
はは
、、
鎌鎌
倉倉
のの
まま
ちち
づづ
くく

りり
にに
とと
っっ
てて
未未
来来
にに
禍禍
根根
をを

残残
すす
もも
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ

うう
かか
。。

市市民民ニニュューースス ２２００２２３３年年５５月月号号

議案の採決結果（定数26）

会会派派のの名名称称

議議 案案

結

果

共共
産産
党党

３
人

自自
民民
党党

２２
人人

公公
明明
党党

３
人

夢夢
みみ
らら
いい

４
人

ヴヴ
ィィ
ジジ
ョョ
ンン

４
人

アア
ププ
デデ

２２
人人

ネネ
ッッ
トト

２２
人人

無無
所所
属属

６６
人人

2023年度鎌倉市一般会計予算 可決 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②

鎌倉市深沢地区まちづくり委
員会条例の制定について

可決 × ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ②

国の制度による子ども医療費
助成制度の創設等に関する意
見書の提出について

採択 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

鎌倉市制100周年記念事業とし
て「新鎌倉市史」の編さんを
求める陳情

採択 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎◎::全全員員賛賛成成 ××::全全員員反反対対

無無所所属属のの○○数数字字はは賛賛成成ししたた議議員員数数

今今年年度度はは、、公公共共

施施設設再再編編計計画画のの見見
直直ししとと学学校校整整備備計計

画画のの策策定定がが予予定定ささ

れれてていいまますす。。

再再編編計計画画でではは、、
支支所所機機能能をを廃廃止止しし

てて、、窓窓口口業業務務はは本本

庁庁ののみみ。。戸戸籍籍等等証証
明明書書のの交交付付手手続続きき

ははココンンビビニニかか本本庁庁

でで行行いい、、地地域域活活動動

のの支支援援はは選選定定ししたた

５５校校のの拠拠点点校校にに置置
くくここととににななりりまますす。。

学学校校のの整整備備はは、、

ここれれにに合合わわせせるるここ

ととににななるるたためめ、、見見
直直ししににああたたっっててはは、、

支支所所のの充充実実とと、、拠拠

点点校校方方式式ををややめめるる
ここととをを求求めめ

ままししたた。。

村岡新駅、市役所移転、深沢事業の

三三位位一一体体のの大大開開発発ににスストトッッププをを！！

神神
奈奈
川川
県県
はは
いい
まま
、、
「「
地地
域域
産産
業業
ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
」」
をを

県県
内内
４４
拠拠
点点
でで
進進
めめ
てて
おお
りり
、、
鎌鎌
倉倉
市市
もも
深深
沢沢
事事
業業
地地

でで
加加
わわ
ろろ
うう
とと
しし
てて
いい
まま
すす
。。

三
位
一
体
の
大
規
模
開
発

閉館のお知らせを
掲示した子ども会館

鎌
倉
市
子
ど
も
会
館
条
例
を
廃
止

青
少
年
の
居
場
所
の
確
保
は
こ
れ
か
ら

2023年度
（R5）

2024年度
（R6）

2028年度
（R10）

2032年度
（R14）

2033年度
（R15）

仮
換
地
指
定

工
事
着
手

ま
ち
び
ら
き

新
庁
舎
開
庁

新
駅
開
業

工
事
完
了

道路、橋、電機などインフラの工事

本庁舎

オフィス・商業・住宅などの建設

周
辺
道
路
問
題
は
…

続
く
資
材
高
騰

県
主
導
の
企
業
誘
致

ご
み
の
戸
別
収
集

課
題
の
十
分
な
検
証
を

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

利
用
し
に
く
い
の
声

見直しは住民の声を反映し、
まちづくりの視点で

公共施設再編計画

公共施設再編計画・学校整備計画

事業スケジュール


